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3
社
は
、
発
注
者
と
し
て

フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
や
規
格
化

に
当
た
っ
た
首
都
高
速
と
、

材
料
選
び
や
設
計
・
試
験
施

工
を
担
当
し
た
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
・
日
本
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
（
横
浜
市
、
堀
内

博
社
長
）、
補
修
材
な
ど
の

メ
ー
カ
ー
・
Ｉ
Ｔ
Ｗ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
ポ
リ
マ
ー
＆
フ
ル

イ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
（
大
阪
府
吹

田
市
、
片
山
昌
平
社
長
）。

桁
端
部
な
ど
は
従
来
、
部

材
が
入
り
組
ん
で
い
た
り
、

作
業
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ

な
か
っ
た
り
し
た
た
め
、
ブ

ラ
ス
ト
を
含
む
素
地
調
整
が

十
分
に
で
き
な
い
な
ど
の
課

題
が
あ
っ
た
。

新
技
術
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｗ
社
の

超
厚
膜
無
溶
剤
系
セ
ラ
ミ
ッ

ク
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
料
「
ブ

ラ
ッ
シ
ャ
ブ
ル‐

エ
ス
」を
、

下
塗
り
塗
料
に
使
う
塗
装
シ

ス
テ
ム
。
こ
の
塗
料
は
、
腐

食
環
境
が
厳
し
い
船
の
船
首

防
食
に
使
わ
れ
る
パ
テ
状
の

材
料
を
改
良
し
た
も
の
だ
。

作
業
は
、
動
力
工
具
で
活

膜
を
残
す
素
地
調
整
程
度
3

種
が
基
本
。
ご
み
、
層
状
さ

び
な
ど
を
除
去
し
た
う
え

で
、
ブ
ラ
ッ
シ
ャ
ブ
ル‐

エ

ス
を
刷
毛
で
3
回
塗
布
す
れ

ば
、
膜
厚
7
5
0
m
μ
が
付

着
で
き
る
。
厚
膜
で
も
液
だ

れ
せ
ず
に
塗
れ
、
最
短
10
分

で
乾
燥
す
る
た
め
、
上
塗
り

塗
料
を
す
ぐ
塗
布
で
き
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
だ
。

首
都
高
速
は
昨
年
7
月
、

塗
装
規
格
「
鋼
橋
塗
装
設
計

施
工
要
領
」
を
改
訂
し
、
同

シ
ス
テ
ム
を
補
修
工
法
と
し

て
掲
載
、
標
準
化
し
た
。

工
法
は
、
開
発
か
ら
3
年

余
で
1
7
3
件
の
実
績
を
得

て
い
る
（
1
月
末
現
在
、
光

海
陸
産
業
ま
と
め
）。
関
東

地
区
の
自
治
体
で
も
新
た
に

採
用
が
決
ま
り
、
国
交
省
、

高
速
道
路
会
社
や
自
治
体
に

も
浸
透
し
始
め
た
。

3
社
は
ま
た
、
工
法
の
さ

ら
な
る
適
用
拡
大
と
し
て
、

高
速
道
路
橋
上
の
鋼
製
標
識

柱
の
高
力
ボ
ル
ト
添
接
部
で

も
施
工
試
験
を
実
施
。
柱
部

へ
の
塗
装
を
想
定
し
、
供
試

体
を
鉛
直
に
立
て
た
状
態
の

施
工
試
験
の
結
果
は
、
施
工

性
と
品
質
に
問
題
が
な
く
、

付
着
強
度
が
し
き
い
値
2
Ｍ

p
a
の
4
倍
以
上
と
い
う
強

度
を
示
し
た
。

標
識
柱
1
基
当
た
り
の
再

塗
装
は
、
同
要
領
の
高
力
ボ

ル
ト
継
手
部
非
接
触
面
（
Ｗ

Ｊ‐

Ｃ
2
）
の
仕
様
で
は
、

7
層
の
塗
装
工
程
を
必
要
と

し
、
最
短
5
日
の
工
期
を
要

し
て
い
た
。

同
工
法
で
は
素
地
調
整
か

ら
上
塗
り
ま
で
が
、1
日（
80

％
減
）
で
済
む
。
施
工
費
も

従
来
の
2
2
9
万
円
か
ら
42

万
円
（
72
％
減
）
に
削
減
可

能
と
の
試
算
が
出
た
。
首
都

高
速
の
東
京
東
、
同
西
、
神

奈
川
の
3
管
理
局
の
全
路
線

を
合
計
す
る
と
、
対
象
と
な

る
施
工
個
所
は
「
優
に
1
万

か
所
を
超
え
、
無
数
に
広
が

る
」（
同
社
）
と
い
う
。

◇

橋
梁
通
信
社
は
、
こ
の
新

技
術
の
開
発
秘
話
や
販
売
戦

略
な
ど
を
取
材
し
た
。（
続
く
）

小
面
積
の
腐
食
劣
化

１
日
で
補
修
完
了

工
期
・
費
用
¼
に

新
防
食
技
術
を
普
及
へ

首
都
高
速
道
路
会
社(

東
京
都
千
代
田
区
、
宮
田
年
耕
社
長)

な
ど
3
社
は
、
鋼
橋
の

桁
端
部
な
ど
小
面
積
の
腐
食
劣
化
の
補
修
工
事
を
1
日
で
完
了
さ
せ
る
新
し
い
防
食
技

術
を
開
発
し
た
。
こ
の
技
術
は
、
高
速
道
路
橋
上
の
標
識
柱
ボ
ル
ト
添
接
部
の
補
修
に

も
適
用
で
き
、
従
来
工
法
と
比
べ
て
施
工
日
数
と
費
用
を
4
分
の
1
に
減
ら
せ
る
こ
と

を
確
認
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
代
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
そ
う
だ
。

腐食の状況（写真はいずれ
も首都高速道路会社提供）

ブラッシャブル‐エスの
下塗り作業

橋
梁
に
特
化
し
た
シ
ス
テ

ム
開
発
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
オ
フ
ィ
ス
ケ
イ
ワ
ン

（
大
阪
市
、
保
田
敬
一
社

長
）
は
、
国
土
交
通
省
の
Ｃ

Ｉ
Ｍ
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）
の
モ
デ
ル
詳
細
度
3

0
0
〜
4
0
0
と
、
3
次
元

モ
デ
ル
表
記
事
業
（
案
）
の

上
部
施
工
3
Ｄ
Ａ
モ
デ
ル
に

対
応
可
能
な
「
鋼
橋
Ｃ
Ｉ
Ｍ

シ
ス
テ
ム
」
を
今
年
4
月
に

リ
リ
ー
ス
す
る
。

ユ
ー
ザ
ー
に
は
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
や
橋
梁
メ
ー
カ

ー
な
ど
を
想
定
し
て
お
り
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
鋼
橋
上
部

工
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
育
て
る
方
針
だ
。

橋
梁
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
、
調
査
・

設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
3
次
元

モ
デ
ル
を
活
用
、
効
率
化
を

図
る
も
の
。

た
だ
、
鋼
橋
上
部
工
は
路

線
の
線
形
条
件
や
交
差
道

路
、
周
辺
条
件
に
よ
り
複
雑

な
構
造
が
多
く
、
部
品
点
数

も
多
い
た
め
、
3
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ

作
業
に
よ
る
詳
細
度
3
0
0

の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
作
成
に
は

労
力
が
必
要
だ
。
3
Ｄ
Ｃ
Ａ

Ｄ
で
作
っ
た
モ
デ
ル
は
属
人

的
で
あ
る
た
め
、
そ
の
正
確

性
の
証
明
は
容
易
で
は
な

い
。そ

こ
で
同
社
が
開
発
し
た

シ
ス
テ
ム
は
、
線
形
座
標
や

設
計
情
報
を
入
力
す
る
だ
け

で
、
つ
ま
り
3
Ｄ
操
作
な
し

で
、
鋼
橋
上
部
工
（
鈑
桁
橋

・
箱
桁
橋
）の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル

（
主
桁
、床
組
み
、検
査
路
、

排
水
装
置
、添
架
物
、床
版
、

橋
面
な
ど
）、
3
Ｄ
寸
法
線

（
橋
長
、
桁
長
、
支
間
長
、

部
材
長
な
ど
）、Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
設
計
照
査
シ
ー
ト
の
自

動
作
成
を
可
能
に
し
た
。
Ｃ

Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
に
よ
る
施
工
管

理
の
高
度
化
も
支
援
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
成
果
品
の
品

質
証
明
が
容
易
に
な
り
、
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
。

�
鋼
橋
Ｃ
Ｉ
Ｍ
�リ
リ
ー
ス

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ

オ
フ
ィ
ス
ケ
イ
ワ
ン

首都高など

「
虹
の
つ
り
ば

し
」や「
愛
の
橋
」

と
い
っ
た
名
前

は
、
見
に
行
き
た

い
な
あ
と
、
気
持

ち
を
現
地
に
誘
っ
て
く
れ

る
。
で
も
「
無
名
橋
」
は
寂

し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
判
定

区
分
Ⅳ
の
橋
リ
ス
ト
の
こ
と

だ
。
国
土
交
通
省
の
「
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
年
報
」
に
載
っ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、「
無
名

橋
3
6
1
」
な
ど
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
橋
を
命
名
す
る

の
は
大
変
な
の
だ
ろ
う
。
思

い
出
す
の
は
、
仲
代
達
也
さ

ん
主
宰
の
俳
優
養
成
所
「
無

名
塾
」
だ
。
私
財
を
投
じ
て

多
く
の
名
優
を
育
て
て
い
る

の
だ
か
ら
、「
無
名
」
は
立

派
な
名
前
だ
と
、
名
も
な
き

橋
た
ち
を
励
ま
し
て
あ
げ
た

い
。
無
名
の
若
者
を
集
め
る

か
ら
そ
の
名
に
し
た
と
思
い

が
ち
だ
が
、
そ
れ
は
間
違
い

だ
そ
う
だ
。
た
と
え
有
名
に

な
っ
て
も
、
時
に
は
無
名
に

戻
っ
た
つ
も
り
で
け
い
こ
す

る
、
い
わ
ば
「
回
帰
修
行
」

の
場
だ
か
ら
「
無
名
塾
」
な

の
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
俳
優
は
生
涯
修
行
、
つ

ま
り
技
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

必
要
な
の
だ
ろ
う
。
橋
も
同

じ
こ
と
。
素
敵
な
名
前
で
有

名
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い

が
、「
修
行
」
が
足
り
な
か

っ
た
か
ら
、
判
定
区
分
Ⅳ
な

の
だ
。
無
名
よ
り
寂
し
い
。
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